
妙

道

会

片

野

博

義

(
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
)

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
午
後
一
時
よ
り
大
阪
市
天
王
寺
区
松
ヶ
鼻
町
の
妙
道
会
本
部
に
お
い
て
、
本
部
づ
き
の
宮
尾
早
雄
氏
よ
り
お

話
を
う
か
が
っ
た
。
調
査
は
、
調
査
に
あ
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
く
形
式
を
と
り
、
の
ち
に
本
部
の
中
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
抄
造
会
自
体
を
紹
介
す
る
資
料
が
少
な
い
の
で
事
前
に
予
備
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
と
、
急
遽
調
査
の
対
象
と
し
た
た
め
に
準
備
不
足
の
感
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
応
の
取
材
と
調
査
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
使
用
し
た
資
料
は
、
『
新
宗
教
辞
典
』
(
東
京
堂
発
行
)
、
「
毎
日
グ
ラ
フ
」
(
一
九
八
一
年
十
一
月

-88-

号
)
、
「
現
代
と
宗
教
」
(
一
九
八
三
年
六
月
号
)
、
「
抄
造
」
(
四
二
九
号
)
で
あ
る
。

※
調

査

日

時

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

※
場

所

大
阪
市
天
王
寺
区
松
ヶ
鼻
町

宗
教
法
人
妙
道
会
教
団
本
部

※
調
査
ス
タ
ッ
フ

赤
堀
正
明
主
任
、
高
橋
謙
祐
所
員
、
山
口
裕
光
・
植
田
観
樹
・
片
野
博
義
各
研
究
員

一
、
沿

1

創
立
者

革



佐
原
忠
次
郎
(
明
三
十
二
̃
昭
二
十
三
)

と
そ
の
夫
人
の
佐
原
俊
江
(
明
三
十
七
̃
昭
四
十
四
)

で
、
前
者
は
聖
師
、
後
者
は
普
師
と
よ
ば

れ
て
い
る
。
現
在
は
、
創
立
者
の
夫
妻
の
二
男
、
佐
原
慶
治
(
昭
二
̃
)
が
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
聖
師
は
資
生
堂
と
並
ぶ
化
粧
品
業
界

の
草
分
け
的
存
在
の
商
店
で
あ
っ
た
佐
原
商
店
の
二
代
目
で
あ
っ
て
、
関
西
で
は
有
名
な
商
店
の
出
で
あ
っ
た
。
-

2

成
立

昭
和
一
一
十
六
年
二
月
に
、
霊
友
会
第
十
.
支
部
長
で
あ
っ
た
佐
原
忠
次
郎
が
開
創
す
る
。
霊
友
会
か
ら
の
分
派
独
立
は
、
小
谷
キ
ミ
霊

友
会
会
長
の
お
こ
さ
れ
た

「
赤
い
羽
根
事
件
」

な
ど
の
事
件
処
理
問
題
等
か
ら
、
宗
教
者
と
し
て
の
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
行
為
に
対
す
る
許

せ
な
い
疑
問
か
ら
独
立
し
た
と
い
か
れ
て
い
る
。
妙
道
会
教
団
の
歩
み
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
昭
和
二
十
六
年
〕

佐
原
忠
次
郎
・
元
霊
友
会
第
十
一
支
部
長
、
大
阪
市
南
区
北
桃
谷
町
六
三
に

「
妙
道
会
教
団
」

を
開
創

(
一
一
月
四
日
)
。
理
事
長
に
就

任
。
俊
江
夫
人
と
と
も
に
経
典
「
在
家
祖
先
回
向
要
品
」

を
作
成
。

〔
昭
和
二
十
七
年
〕

佐
原
理
事
長
、
「
妙
道
の
十
訓
」

「
二
大
誓
願
」

「
家
庭
実
践
要
訓
」

な
ど
教
団
の
指
針
を
発
表
。
積
極
的
な
布
教
活
動
始
ま
る
。

〔
昭
和
二
十
八
年
〕

「
妙
道
会
教
固
」
、
宗
教
法
人
の
認
承
を
得
る

(
二
月
二
十
八
日
)
。

〔
昭
和
二
十
.
年
〕

本
部
を
松
ケ
揖
町
に
移
し
開
所
式

(
二
月
五
日
)
。

〔
昭
和
二
十
二
年
〕

「
口
の
御
本
尊
」
開
顕
。
一
二
カ
月
後
佐
原
増
車
長
遷
化
、
五
十
八
歳
(
八
月
二
十
一
日
)
。

〔
昭
和
二
十
四
年
〕
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新
本
部
講
堂
完
成
(
三
月
八
日
)
。
教
団
本
部
の
機
構
を
改
め
会
長
制
を
敷
く
。
会
長
に
俊
江
夫
人
、
理
事
長
に
前
理
事
長
の
実
弟
・

佐
原
徳
次
郎
氏
。
青
年
部
結
成
、
部
長
に
前
理
事
長
の
二
男
・
佐
原
慶
治
氏
。

〔
昭
和
三
十
五
年
〕

教
団
組
織
を
五
十
支
部
百
三
十
系
統
に
拡
充
。
布
教
活
動
推
進
決
定
(
五
月
八
日
)
。
故
佐
原
理
事
長
に
「
聖
師
」
の
尊
称
を
贈
る
。

〔
昭
和
四
十
年
〕

京
都
、
滋
賀
、
奈
良
、
兵
庫
で
の
布
教
活
動
活
発
。

〔
昭
和
四
十
一
年
〕

滋
賀
県
滋
賀
郡
志
賀
町
栗
原
に

「
聖
地
」

を
決
定
(
六
月
十
日
)
。

〔
昭
和
四
十
四
年
〕

佐
原
俊
江
会
長
遷
化
、
六
十
四
歳
(
三
月
二
十
八
日
)
。
教
団
葬
は
大
阪
・
阿
倍
野
斎
場
(
四
月
六
日
)
。
教
団
は
二
年
後
の
昭
和
四
十
六

年
三
月
一
日
、
故
佐
原
俊
江
会
長
に
「
普
賢
菩
薩
」
の
働
き
を
意
味
す
る
「
普
師
」
の
尊
称
を
贈
り
、
「
聖
師
」
と
「
普
師
」
を
併
称

す
る
場
合
は

「
聖
師
両
先
生
」

と
呼
ぶ
こ
と
を
決
め
た
。

〔
昭
和
四
十
六
年
〕

空
席
だ
っ
た
会
長
に
佐
原
慶
治
青
年
部
長
(
聖
師
両
先
生
の
二
男
)
。
佐
原
新
会
長
は
理
事
長
も
兼
任
、
佐
原
徳
治
郎
前
理
事
長
は
名
誉

理
事
長
に
。

〔
昭
和
五
十
年
〕

聖
地
完
成
。
盛
大
に

「
聖
地
び
ら
き
」

(
九
月
二
十
七
、
二
十
八
日
)
。

〔
昭
和
五
十
一
年
〕

教
会
制
・
新
導
師
制
発
足
。
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〔
昭
和
五
十
二
年
〕

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
、
壮
年
男
子
に
教
団
活
動
の
領
域
拡
大
。

3

教
勢

こ
の
妙
道
会
教
団
の
創
始
者
は
、
資
産
家
で
あ
っ
た
た
め
か
、
何
か
こ
せ
こ
せ
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
落
ち
つ
い
た
お
お
ら
か
な
雰
囲

気
を
も
つ
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
教
団
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
積
極
的
に
布
教
教
化
と
い
う
強
い
姿
勢
は
み
ら
れ
ず
、

信
仰
を
楽
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
お
ら
か
に
生
活
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
か
、
教
団
も
文

書
で
宣
伝
布
教
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
あ
る
。

教
団
の
教
勢
の
中
心
は
、
関
西
で
あ
る
。
『
宗
教
年
鑑
』

(
六
十
年
度
版
、
文
化
庁
編
)
に
よ
れ
ば
、
会
員
は
約
二
一
九
、
二
四
〇
人
、
教

師
は
二
、
二
二
六
人
、
教
会
布
教
所
は
三
七
六
カ
所
で
あ
る
。
そ
の
中
、
会
員
の
中
心
は
、
中
年
の
女
性
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
現
在

は
、
青
年
部
を
卒
業
し
た
壮
年
を
中
心
と
す
る
男
子
部
、
中
年
女
性
の
集
い
で
あ
る
ミ
セ
ス
の
会
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。機

関
誌
は
、
「
妙
道
」
月
刊
五
万
部
、
「
妙
道
の
み
ち
し
る
べ
」
等
で
あ
る
。

二
、
教

義

1

教
え

や
妙
道
会
の
教
義
の
根
本
は
、
三
大
誓
願
、
①
わ
れ
ら
誓
っ
て
妙
法
華
経
に
帰
依
し
奉
る
、
②
わ
れ
ら
誓
っ
て
日
夜
御
先
祖
を
供
養
し

奉
る
、
③
わ
れ
ら
誓
っ
て
大
法
を
宣
布
し
思
想
を
善
導
し
奉
る
、
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
法
華
経
を
仏
教
の
真
実
な
る
教
え
と

し
て
信
じ
、
自
分
自
身
が
そ
の
精
神
を
現
代
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
自
分
自
身
の
根
性
直
し
を
し
て
ゆ
く
こ
と
を
大
事
に
し
、
そ
の
信

仰
的
立
場
か
ら
先
祖
供
養
の
実
践
を
重
視
す
る
。
即
ち
①
心
の
広
さ
の
求
め
方
、
②
先
祖
供
養
の
二
本
立
て
の
教
え
と
な
る
。
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⑧
先
祖
供
養
に
つ
い
て
は
、
創
立
者
の
語
録
に
、
「
現
代
仏
教
の
欠
点
は
、
そ
の
深
淵
な
教
理
が
、
人
々
の
現
実
の
生
活
に
生
か
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
教
理
は
教
理
、
生
活
は
生
活
と
遊
離
し
て
、
教
理
が
現
実
生
活
の
解
決
に
結
ば
れ
な
く
な
っ
て
い
る

こ
れ
は
、
教
理
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
教
理
の
把
握
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
根
本
的
な
欠
陥
を
正
し
、
現
代
に
生
け
る

仏
教
に
す
る
に
は
、
在
家
に
お
い
て
家
庭
全
体
が
、
自
ら
の
祖
先
の
ご
供
養
を
実
行
す
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
と
確
信
す
る
…
:
い
か
な
る

仏
道
修
行
も
、
先
祖
供
養
の
実
行
を
欠
い
て
は
魂
の
ぬ
け
た
も
の
に
な
る
」
と
あ
る
。
血
の
つ
な
が
り
か
ら
在
家
で
あ
る
子
孫
の
自
分
た

ち
が
、
ご
先
祖
の
成
仏
を
願
い
、
ご
先
祖
が
積
ん
で
き
た
業
の
お
詫
び
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の
現
世
の
罪
を
お
詫
び
す
る
こ

と
が
供
養
と
い
う
。
先
祖
に
よ
っ
て
い
か
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
自
分
が
、
先
祖
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の

尊
さ
を
知
り
、
一
夜
の
先
祖
供
養
を
通
し
て
、
今
日
一
日
の
生
活
が
良
か
っ
た
と
心
か
ら
喜
ぶ
よ
う
に
す
る
。
今
日
一
日
は
こ
の
一
月
、

こ
の
一
月
は
こ
の
一
年
、
こ
の
一
年
は
一
生
へ
と
展
開
し
、
自
分
を
含
む
家
族
社
会
の
全
部
が
今
日
一
日
よ
ろ
こ
び
の
生
活
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、
法
華
経
の
教
え
を
通
し
て
現
代
に
い
か
し
て
実
践
し
て
ゆ
く
こ
と
と
い
う
。

⑥
こ
の
妙
道
会
の
教
え
の
柱
と
し
て
中
心
を
な
し
て
い
る
も
の
は
、
「
聖
訓
」
十
二
項
目
で
あ
る
。
聖
訓
と
し
て
創
始
者
が
会
員
に
法
華

経
の
真
髄
を
現
代
風
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
こ
れ
を
修
行
し
た
な
ら
ば
成
仏
で
き
る
と
し
て
、
「
聖
訓
身
読
」
と
し
て
修
行
し
、
信
仰

の
中
心
と
し
て
い
る
。

聖
訓
身
読

①

夫
婦
両
家
の
ご
先
祖
を
朝
夕
回
向
供
養
し
ま
し
ょ
う
。

②

国
家
繁
栄
、
社
会
発
展
を
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。

③

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

④

天
候
を
念
じ
、
産
業
の
増
進
を
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

男
子
も
女
子
も
邪
見
を
は
な
れ
、
お
互
い
に
優
し
い
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

○
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⑥

礼
儀
正
し
く
言
葉
づ
か
い
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⑦

常
識
は
自
己
を
は
な
れ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

⑧

感
情
に
走
る
こ
と
を
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

⑨

深
く
因
果
を
信
じ
、
俄
悔
新
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑩

大
書
を
目
標
と
し
小
善
よ
り
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑪

社
会
お
よ
び
家
族
の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑫

今
日
一
日
の
生
活
を
喜
び
ま
し
ょ
う
。

こ
の
う
ち
、
①
は
閲
と
し
て
、
②
̃
④
は
大
乗
の
祈
り
と
し
て
い
⑤
̃
⑧
は
自
行
と
し
て
、
⑨
̃
⑪
は
他
行
と
し
て
、
⑫
は
緒
と
し
て
分

け
、
具
体
的
に
そ
の
時
に
応
じ
て
実
践
さ
れ
る
こ
も
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2

経
典

法
華
三
部
経
を
所
依
の
経
典
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
開
創
者
が
啓
示
を
得
て
三
部
経
を
凝
縮
し
て
一
日
の
御
供
養
の
範
囲
内
に
、
在

家
の
者
が
読
諦
で
き
る
範
囲
内
に
お
き
め
た
も
の
で
あ
る
。
『
在
家
祖
先
回
向
要
品
』

三
、
本

尊

本
尊
は
日
の
御
本
尊
で
あ
る
。
十
界
の
す
べ
て
を
包
含
す
る
も
の
、
す
べ
て
守
ら
れ
て
い
る
象
徴
と
し
て
、
赤
く
日
ノ
丸
の
大
輪
で
表

現
さ
れ
て
い
る
。
開
創
者
の
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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四
、
組
織
・
機
構
並
び
に
そ
の
機
能

本

部

大
阪
市
天
王
寺
区
松
ヶ
鼻
町
四
-
二
一
四

聖

地

滋
賀
県
滋
賀
郡
志
賀
町
栗
原

修
行
地

七
両
山
登
山
修
行

機

構

宗
教
法
人
代
表
役
員
・
理
事
長
は
、
任
期
二
年
、
責
任
役
員
・
常
務
理
事
(
五
名
)

も
任
期
二
年

組
織
-
十
日
本

部

-
直
轄
道
場
(
奈
良
・
東
京
)

教

会

-
(
支
部
)

青
年
部
・
ミ
セ
ス
の
会
・
男
子
会
が
あ
る
。
青
年
部
は
部
長
を
も
う
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
し
て
組
織
化
し
て
い
る
。
ミ
セ
ス
・
男
子
会

は
、
組
織
化
は
ま
だ
し
て
い
な
く
、
自
主
的
な
集
ま
り
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

ま
た
教
団
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て
地
域
割
を
し
て
い
る
が
、
長
な
ど
は
設
置
し
て
い
な
い
。
大
阪
で
は
、
七
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て
い
る
が
、

単
に
区
分
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
組
織
化
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
救
い
の
み
ち
び
さ
が
親
子
関
係
な
の
で
、
地
域
的
に
組
織
化
す

る
こ
と
が
で
き
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

組
織
の
ト
ッ
プ
に
会
長
が
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
世
襲
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
襲
化
に
つ
い
て
教
団
は
、
世
襲
制
で
な
か
っ
た
ら
信

者
会
員
が
つ
い
て
こ
な
い
と
考
え
て
い
る
様
子
。
そ
の
こ
と
の
説
明
は
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
「
根
本
の
教
え
を
受
け
て
、
血
脈

相
承
に
よ
っ
て
相
伝
し
て
ゆ
く
。
教
え
に
帰
依
し
て
ゆ
く
の
で
あ
れ
ば
、
血
脈
相
承
が
一
番
よ
い
。
開
創
者
の
教
え
は
、
血
脈
で
つ
な
が
っ

た
人
こ
そ
教
え
を
今
に
生
か
し
具
現
で
き
る
と
考
え
、
霊
界
の
先
師
よ
り
教
え
を
受
け
、
今
世
に
具
現
化
さ
れ
て
ゆ
く
人
と
し
て
み
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
神
格
化
が
あ
り
、
ま
た
神
格
せ
ね
ば
、
教
え
の
重
み
が
出
て
こ
な
い
」

と
考
え
て
い
る
。

94



五
、
未
信
徒
の
教
化
と
信
徒
の
教
育
法

①
未
信
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
教
団
自
体
が
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
い
う
信
者
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
己
自
身

の
周
り
か
ら
先
祖
供
養
と
自
己
変
革
を
中
心
に
布
教
し
て
い
る
。
即
ち
〃
お
み
ち
び
き
〃

と
い
う
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
身
近
な
人

(
親

戚
・
子
供
の
P
T
A
・
近
所
の
人
等
)

か
ら
先
祖
供
養
、
自
分
の
性
根
を
変
え
る
信
仰
と
し
て
す
す
め
て
ゆ
く
。
各
地
の
教
会
へ
月
一
回

の
御
法
座
、
又
は
本
部
法
座
へ
出
さ
せ
た
り
し
て
ゆ
く
。
こ
の
〃
お
み
ち
び
き
〃

の
親
子
関
係
は
、
む
す
び
つ
き
が
強
く
、
入
信
者
は
入

信
を
す
す
め
る
人
を
信
頼
し
て
、
そ
の
人
の
姿
を
み
て
入
信
し
た
の
で
、
信
仰
者
の
信
行
姿
の
あ
り
様
が
教
化
の
カ
ナ
メ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
最
近
で
は
、
一
人
一
人
で
は
信
仰
的
心
情
は
有
し
て
い
る
の
だ
が
、
組
織
に
入
っ
て
し
ぼ
ら
れ
る
の
を
嫌
う
気
風
が
あ
っ
て
、
入

信
し
教
団
に
所
属
さ
せ
に
く
い
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
〃
お
み
ち
び
き
〃
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
会
員
に
は
、
そ
の

後
い
く
た
び
か
た
ず
ね
て
、
血
の
か
よ
っ
た
お
世
話
、
即
ち
"
お
は
か
ら
い
〃
を
し
て
関
係
が
断
た
れ
ぬ
よ
う
、
輪
を
強
め
て
ゆ
く
こ
と

が
な
さ
れ
て
い
る
。
会
員
同
志
の
"
お
は
か
ら
い
〃
と
、
会
員
に
よ
る
布
教
"
お
み
ち
び
き
〃
を
通
し
て
、
様
々
な
暮
し
の
生
活
の
中
で

菩
薩
道
を
精
進
す
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
常
の
生
活
の
場
を
修
行
の
場
と
し
て
、
在
家
の
姿
の
ふ
る
ま
い
を
打
ち
出
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

⑤
法
座
は
、
お
互
い
に
体
験
を
話
し
あ
い
、
悩
み
を
う
ち
あ
け
て
、
そ
れ
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
法
座
と
は
救

い
救
わ
れ
の
場
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
に
の
ぞ
ん
だ
ら
、
自
分
か
ら
発
露
さ
せ
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。
本
部
で
の

法
座
で
は
、
人
数
の
関
係
上
、
体
験
発
表
と
、
幹
部
・
会
長
等
の
指
導
者
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
形
式
を
と
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

①
現
世
利
益
を
求
め
る
人
に
対
し
て
教
団
は
、
現
世
利
益
は
信
仰
の
副
産
物
と
考
え
、
信
仰
の
お
か
げ
で
い
た
だ
く
も
の
で
、
自
分

自
身
の
修
行
い
か
ん
と
教
え
て
い
る
。
即
ち
現
世
利
益
を
求
め
る
そ
の
眼
を
覚
ま
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
と
い
う
。
教
化
に

あ
た
っ
て
は
、
現
世
利
益
の
願
い
祈
り
は
多
い
け
れ
ど
、
信
仰
し
て
す
ぐ
に
救
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
信
行
は
良
い
こ
と
だ
か
ら
す
ぐ
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や
り
な
さ
い
と
説
き
へ
悩
み
を
ど
う
み
て
ゆ
く
か
と
い
う
見
る
目
を
変
え
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
。
教
団
と
し
て
は
、
現
世
利

益
を
求
め
る
そ
の
気
特
を
変
え
さ
せ
、
ご
利
益
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
法
華
経
の
経
力
に
よ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
信
を
も
た
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
教
団
と
し
て
は
、
病
気
直
し
等
の
こ
と
は
し
て
な
い
そ
う
で
あ
る
。

④
ま
た
、
所
依
の
経
典
は
法
華
三
部
経
と
い
わ
れ
る
が
、
妙
道
会
と
し
て
は
法
華
経
の
講
義
は
全
く
し
て
い
な
い
。
勤
行
と
し
て
読
む

程
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
解
釈
し
た
か
ら
と
い
っ
て
救
い
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
救
い
は
ま
ず
実
践
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
。

@
会
員
に
は
、
信
仰
を
切
磋
琢
磨
す
る
た
め
に
、
七
種
の
段
階
、
施
導
師
・
弘
導
師
・
修
導
師
・
行
導
師
・
智
導
師
・
慧
導
師
・
浄
導

師
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
会
員
の
修
行
と
会
員
の
入
信
者
数
に
よ
っ
て
導
師
号
が
き
ず
け
ら
れ
る
と
い
う
。

①
新
興
教
団
と
い
わ
れ
る
教
団
に
は
、
若
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
妙
道
会
教
団
自
体
は
新
人
類
に
対
し
て
は
、
は
か
り
知
れ

て
い
な
い
様
子
。
教
団
に
は
青
年
部
が
あ
り
、
第
三
日
曜
日
に
あ
つ
ま
り
、
体
験
発
表
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
青
年
会
員
の
中
を
見
る

と
、
家
庭
で
信
仰
し
て
い
る
家
の
二
世
が
青
年
部
に
来
て
い
る
の
が
現
状
で
、
青
年
が
一
人
で
入
会
し
て
く
る
例
は
少
な
い
。
活
動
す
る

人
は
千
人
程
で
あ
っ
て
、
教
団
と
し
て
は
、
教
団
に
入
信
さ
せ
る
ま
で
の
力
は
な
い
と
し
て
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

②
霊
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
は
な
い
と
教
団
で
は
押
え
て
い
る
。
教
団
と
し
て
は
、
霊
的
な
こ
と
を
し
て
人
が
救
わ
れ

る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
っ
て
、
要
は
心
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ど
う
切
り
か
え
て
ゆ
く
か
が
大
切
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
霊
能

力
を
も
っ
た
人
は
、
初
代
会
長
の
直
弟
子
若
干
と
会
長
夫
人
に
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

六
、
宗
教
体
験
と
意
義
づ
け

先
祖
供
養
は
報
恩
の
実
践
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
実
践
が
ま
こ
と
の
人
間
の
道
と
し
て
考
え
ら
れ
、
そ
の
修
行
の
場
は
、
家
庭
で

の
供
養
、
錬
成
会
、
法
座
と
、
七
両
山
登
山
が
中
心
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

青
年
部
で
は
、
四
月
に
七
両
山
へ
の
登
山
修
行
と
、
七
月
の
聖
地
で
の
二
泊
三
日
の
修
行
と
、
毎
月
の
定
例
法
座
が
中
心
と
な
り
、
一
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椴
で
は
、
個
人
個
人
の
修
行
と
八
月
の
七
両
山
修
行
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
青
年
部
の
七
月
の
聖
地
で
の
修
行
で
は
、
若
者
に
企
画
さ

せ
、
や
や
遊
び
的
要
素
を
入
れ
つ
つ
修
行
さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

七
面
山
修
行
は
、
霊
友
会
の
流
れ
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
妙
道
会
教
団
は
、
そ
の
修
行
は
只
管
唱
題
と
と
ら
え
、
大
乗

の
祈
り
と
し
て
社
会
平
和
と
人
類
の
幸
福
を
祈
念
す
る
た
め
に
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
題
目
の
力
に
よ
っ
て
先
祖
の
霊
の
成
仏
を
願
う

こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
七
両
山
修
行
は
三
つ
の
目
的
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
は
七
両
山
参
拝
と
言
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

修
行
と
し
て
と
ら
え
直
し
て
い
る
が
、
七
面
山
本
社
へ
の
お
参
り
に
て
加
護
を
受
け
る
。
そ
し
て
登
山
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
そ
の
身
心
を
錬
っ

て
ゆ
く
こ
と
を
六
波
羅
蜜
の
行
と
し
て
大
事
に
す
る
。
即
ち
六
波
羅
蜜
と
は
、
①
助
け
あ
う
登
下
山
の
中
に
自
分
を
他
に
さ
さ
げ
る
布
施

の
行
、
②
必
要
な
規
律
を
守
る
こ
と
(
禁
酒
禁
煙
)
、
自
ら
に
課
す
る
持
戒
の
行
、
③
登
山
の
苦
し
み
に
耐
え
る
忍
辱
の
行
、
④
自
分
を
励

ま
す
精
進
の
行
、
⑤
唱
題
一
す
じ
で
雑
念
を
す
て
る
禅
定
の
行
、
⑥
大
乗
の
祈
願
と
共
に
ひ
ら
く
智
慧
の
行
と
し
て
意
義
づ
け
て
い
る
。

更
に
、
日
常
の
暮
し
の
中
に
法
華
経
の
菩
薩
行
を
求
め
る
在
家
の
人
達
に
と
っ
て
、
年
に
一
度
日
常
の
雑
事
を
は
な
れ
て
唱
題
一
す
じ

に
没
頭
し
、
大
法
宣
布
を
決
定
さ
せ
る
修
行
と
考
え
、
七
両
山
登
下
山
中
、
一
万
回
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
唱
題
が
ひ
た
す
ら
行
な
わ
れ
、

題
目
と
一
体
化
を
目
ざ
し
、
自
分
を
解
放
し
、
日
常
の
修
行
で
は
な
し
え
な
い
行
と
み
る
の
で
あ
る
。

そ
の
七
両
山
修
行
の
目
的
地
七
両
山
に
対
し
て
は
、
教
団
は
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。
七
両
山
の
修
行
は
、
登
山
の
プ
ロ
セ
ス
に

ぉ
い
て
自
分
自
身
を
錬
る
の
が
主
体
で
あ
っ
て
、
同
じ
行
衣
を
着
て
同
じ
食
事
を
し
て
、
御
守
り
を
い
た
だ
け
る
場
所
が
あ
る
か
ら
行
く

の
で
あ
っ
て
、
七
面
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
く
、
た
ま
た
ま
各
人
の
信
仰
心
を
よ
り
高
め
て
ゆ
く
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
修
行

の
場
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
他
に
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
よ
い
と
み
て
い
る
。
即
ち
七
両
山
登
山
を
通
し
て
六
波
羅
蜜
の
修
行
を
す

る
こ
と
が
中
心
で
、
七
面
大
明
神
に
お
参
り
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
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七
、
信
徒
の
守
る
べ
き
事
項

a

信
仰
実
践
は
、
開
創
者
が
実
践
訓
と
し
て
残
し
た
十
二
の
聖
訓
を
守
る
こ
と
。

b

昭
和
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
「
日
々
の
反
省
」
が
要
求
さ
れ
る
。

①

ご
先
祖
供
養
は
毎
日
か
か
さ
ず
実
行
し
て
い
ま
す
か
、
両
家
の
ご
先
祖
の
法
名
を
い
た
だ
い
て
霊
鑑
に
書
写
し
ま
し
た
か
。

②

ご
皇
室
の
安
泰
、
国
家
社
会
の
発
展
と
無
数
の
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
か
。

③

大
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
五
穀
の
み
の
り
を
念
願
し
て
い
ま
す
か
。

④

自
分
の
も
つ
邪
見
(
ま
ち
が
っ
た
考
え
方
)

に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
。

⑤

今
日
一
日
、
悪
舌
(
わ
る
い
こ
と
ば
)
は
、
つ
か
わ
な
か
っ
た
で
す
か
。

今
日
一
日
、
自
己
本
位
の
も
の
の
考
え
方
は
し
な
か
っ
た
で
す
か
。

今
日
一
日
、
自
分
の
感
情
に
と
ら
わ
れ
た
行
動
を
し
な
か
っ
た
で
す
か
。

⑥

因
あ
る
故
に
栗
が
生
ず
。
過
去
の
祖
先
が
あ
っ
て
現
在
が
あ
る
。
今
日
一
日
の
行
動
は
、
将
来
の
因
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

な
い
で
す
か
。

⑦

今
日
一
日
に
自
分
は
、
ど
れ
だ
け
進
歩
精
進
し
た
.
で
し
ょ
う
か
。

⑧

今
日
一
日
小
さ
い
こ
と
で
も
善
い
こ
と
の
一
つ
で
も
行
な
い
ま
し
た
か
。
小
さ
い
善
い
こ
と
も
毎
日
の
積
み
重
ね
で
大
き
い
よ

い
こ
と
に
な
る
。

⑨

今
日
一
日
家
族
の
た
め
社
会
の
た
め
役
立
つ
こ
と
を
し
ま
し
た
か
。

⑲

家
族
一
同
が
今
日
無
事
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

C

勤
行
の
方
法
は
、
別
に
と
り
た
て
て
違
う
こ
と
は
な
い
が
、
お
灯
明
一
対
、
お
線
香
七
本
(
お
題
目
の
七
字
か
ら
来
て
い
る
と
の
こ
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と
)
、
お
た
す
き
を
つ
け
て
読
諦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

d

勤
行
に
あ
た
っ
て
は
、
総
戒
名
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妙
道
会
で
は
、
夫
婦
両
家
の
先
祖
供
養
な
の
で
、
総
戒
名
は

信
仰
の
的
と
な
り
、
先
祖
の
集
合
で
象
徴
的
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
集
め
ら
れ
る
先
祖
は
過
去
帖
に
の
せ
、
そ
れ
以
前
は
総

戒
名
に
の
せ
る
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。

八
、
財

政

月
に
一
世
帯
一
〇
〇
円
の
会
費
を
納
め
る
。
又
、
こ
れ
と
は
別
に
志
が
あ
れ
ば
志
納
金
を
納
め
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

九
、
教
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
点
・
悪
か
っ
た
点

調
査
で
き
ず
。

一
〇
、
既
成
仏
教
と
の
相
違
点
、
魅
力

既
成
仏
教
を
ど
う
み
て
い
る
か
と
い
う
と
、
座
し
て
行
う
姿
勢
に
み
え
、
外
に
出
て
布
教
す
る
姿
勢
が
な
い
よ
う
に
、
教
団
か
ら
は
見

え
る
と
い
う
。
檀
家
が
悩
み
で
寺
へ
行
っ
て
僧
侶
に
聞
い
て
相
談
す
る
気
が
な
く
、
解
決
の
場
と
し
て
の
寺
へ
の
認
識
は
薄
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
、
救
い
の
機
能
が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
。

ま
た
日
蓮
聖
人
に
対
し
て
は
、
他
の
法
華
系
教
団
と
同
じ
よ
う
に
、
法
華
経
を
実
践
さ
れ
た
一
人
と
し
て
の
位
置
づ
げ
で
し
か
な
い
。

妙
道
会
に
て
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
い
た
だ
く
こ
と
は
な
く
、
教
化
の
上
で
御
遺
文
を
使
う
こ
と
は
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、

救
い
の
機
軸
に
日
蓮
聖
人
を
求
め
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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一
一
、
結
び
に
か
え
て

調
査
を
終
え
て
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
に
当
り
、
報
告
者
の
意
見
は
控
え
た
が
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
。
急
遽
調
査
教

団
と
し
た
た
め
に
、
準
備
不
足
の
た
め
、
①
お
題
目
総
弘
道
と
か
ら
め
て
考
え
る
と
、
信
徒
・
未
信
徒
の
教
化
方
法
の
実
際
を
き
く
こ
と

に
重
点
を
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
②
そ
の
教
化
方
法
の
批
判
と
問
題
点
を
う
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に
調
査
す
べ
き
だ
っ
た
。
③
信
徒
の
や

る
気
を
お
こ
す
方
法
は
何
な
の
か
。
④
未
信
徒
か
ら
信
徒
に
な
っ
た
宗
教
的
体
験
の
過
程
と
、
組
織
に
入
っ
て
か
ら
の
弘
め
る
人
と
し
て

の
活
動
の
あ
り
様
は
ど
う
な
の
か
、
な
ど
を
聞
き
出
せ
な
か
っ
た
。
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